
前回までで、介護保険の利用者や利用回数などについて、お知らせしました。
今回は、介護保険の利用に伴う、保険料の算出についてお知らせします。

保険給付費の見込み額

※
費
用
推
計
に
つ
い
て
は
、
９
月
末

時
点
の
数
値
で
あ
り
、
介
護
報
酬

の
改
定
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
今

後
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（単位：千円）

１

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
を
求
め
る

〈
参
考
〉

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
保
険
給
付
率

９
割

ケ
ア
プ
ラ
ン
費
用

１０
割

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
保
険
給
付
率

８
割
８
分
３
厘

２

保
険
料
算
出
の
流
れ

３
年
間
の
保
険
か
ら
の
給
付
費
が
見
込

ま
れ
た
あ
と
に
、
６５
歳
以
上
の
方
（
第
１

号
被
保
険
者
）
の
保
険
料
を
計
算
し
ま
す
。

大
ま
か
な
計
算
の
方
法
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
注
）
保
険
料
の
計
算
の
た
め
に
は
、
平

成
１２
年
度
か
ら
平
成
１４
年
度
ま
で
の
余

剰
金
の
使
い
方
や
、
７５
歳
以
上
の
高
齢

者
数
が
全
国
平
均
よ
り
多
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
要
介
護
状
態
に
な
る
方
が
多
く
な

る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
コ
ス

ト
の
補
正
、
高
齢
者
の
所
得
分
布
の
低

さ
に
よ
る
補
正
な
ど
を
行
っ
て
細
か
く

計
算
さ
れ
ま
す
。

平
成
１３
年
度
の
利
用
実
績
か
ら
各
サ
ー

ビ
ス
の
要
介
護
度
別
の
１
回
当
た
り

の
費
用
を
計
算
し
ま
す
。

←

各
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
に
、
各
年
度
の

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
見
込
み
回
数
を
乗

じ
ま
す
。

←

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
保
険
の
給

付
率
を
乗
じ
て
、
各
年
度
で
の
介
護

保
険
給
付
額
を
推
計
し
ま
す
。

３
年
間
に
必
要
な
お
金
（
給
付
費
）

の
内
、
国
、
県
、
市
町
村
、
４０
歳
か

ら
６４
歳
ま
で
の
方
（
第
２
号
被
保
険

者
）
で
負
担
す
る
費
用
を
差
し
引
き
、

第
１
号
被
保
険
者
で
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
金
額
を
計
算
し
ま
す
。

←

保
険
料
（
基
準
額
）
は
、
原
則
３
年

間
変
更
を
行
わ
な
い
た
め
に
各
年
度

で
の
負
担
す
る
額
を
平
均
し
、
３
年

間
の
６５
歳
以
上
の
平
均
人
口
で
割
る

こ
と
に
よ
り
保
険
料
が
決
ま
り
ま
す
。

合 計
２，５０３，３６８

―
２，２５３，０３１
２，７９８，６０１

―
２，４７１，１６５
１８３，４１３
１０，５００
７５，０００
４８，０００
８，７９０

５，０４９，８９９

平成１７年度
８８７，６６９

７９８，９０２
９４５，７１５

８３５，０６６
６４，９１０
４，０００
２７，０００
１７，０００
３，０４７

１，７４９，９２５

平成１６年度
８３９，５７６
９０．０％
７５５，６１８
９２７，６２７
８８．３％
８１９，０９５
６０，９０８
３，５００
２５，０００
１６，０００
２，９３０

１，６８３，０５１

平成１５年度
７７６，１２３

６９８，５１１
９２５，２５９

８１７，００４
５７，５９５
３，０００
２３，０００
１５，０００
２，８１３

１，６１６，９２２

在宅サービス総費用�
在宅サービス給付率	
在宅サービス給付費
＝�×	
施設サービス総費用�
施設サービス給付率�
施設サービス給付額＝�×�
ケアプラン費用�
福祉用具購入費給付費�
住宅改修給付費�
高額介護サービス費�
審査支払手数料�
給付費�＝
＋＋�＋�＋�＋�＋�
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